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【１月の生活目標】 

寒さに負けず、元気に過ごそう 

新年あけましておめでとうございます 

校長 荻間 秀浩 

 

令和になって初めての新年を迎えました。今年の年明けは、穏やかな日差しの下、気持ちのよ

いお正月をお過ごしになられたことと思います。２学期は、運動会や音楽会等大きな行事があり、

子供たちもその行事を通して成長がみられました。行事ごとにＰＴＡをはじめ保護者の皆様には、

多くのご協力をいただき、ありがとうございました。 

今日から３学期が始まり、子供たちの活気が学校に戻ってきました。毎朝、子供たちを隔週で

西門や東門で迎えていますが、登校の様子は様々です。元気のよい「おはようございます」をし

て通り過ぎる子、「おはようございます」と言いながら私の手にハイタッチをして通り過ぎる子、 

立ち止まってお辞儀をしながら挨拶をする子、小さな声で「おはようございます。」と言って通

り過ぎる子、わざと「こんにちは」と言ってニヤッと通り過ぎる子、うつむいて通り過ぎる子な

どなど、その姿は毎日同じような子もいれば、日によって変わる子もいます。毎朝、私とハイタ

ッチをしてじゃんけんをする子もいます。勝つまで何度でもじゃんけんをせがむ子、じゃんけん

に勝って、ニコッとしながら昇降口に入っていく子、逆に負けて悔しそうに昇降口に入っていく

子など様々です。これが、本校の登校風景です。私は、あいさつをしない子に注意することはし

ません。あいさつはされるものではなく、するものだと考えるからです。逆にあいさつする子に

「元気なあいさつだね。」、「いいあいさつができますね。」という声をかけます。しっかりしたあ

いさつのできる子は、心が解放された子供たちでしょう。おうちでたくさんの話を聞いてもらっ

たり、笑いがたくさんあったりする中で育っていることでしょう。だから人に対しても気持ちの

よいあいさつができるのだと思います。 

「あいさついっぱいの学校にしたい。」本校に来てから、そう思い願う毎日です。気持ちのよ

いあいさつのできる子は、いい人生を歩んでいくことでしょう。そこには、多くの人とのよい関

わりが生まれていることでしょう。その関わりの多さが、人をたくさん成長させてくれることで

しょう。いつか、うつむいて通り過ぎる子も、そんなあいさつができることを願って、明日から

も校門に立ち続けていきます。 

 

３学期は、５４日(５年生は５５日)という１年で一番短い学期ですが、１年間のまとめと進級

の心構えを作っていく大事な学期でもあります。２月には、展覧会を行います。今年度も校舎内、

主に教室前に子供たちの力作を展示する予定です。今年も校舎全体が美術館に変身します。２月

７・８日(金・土)には、どうぞ楽しみにご来校ください。 

校長室に「笑門来福」という字の入った手拭いが飾られています。前任か、前々任の校長先生

が飾られたものでしょうか。我々は１日にどのくらい笑うことがあるのでしょう。笑いは、楽し

く生きるための良薬ともいわれます。「笑う門には福来たる」、新年を迎え、松仙小の子供たちや

教職員、保護者の皆様が笑うことの多い年にしたいものです。今学期も本校の教育活動へのご理

解とご協力をどうぞよろしくお願い申し上げます。 



大田区小学校駅伝大会 

駅伝担当 ６年４組担任 

 「私たちは、松仙小学校の代表として、最後まで全

力で走り切ります。」これは、全校児童を前に壮行会で

キャプテンが宣言をした言葉です。 

 ５年生、６年生から選抜された１６名は、朝の練習

を繰り返して、１２月２６日の大田区小学校駅伝大会

に臨みました。大田区の全小学校から集まった駅伝チ

ームが、大田スタジアムで力を競い合いました。 

 始めにロードレースが行われ、４名の選手が男子 

８５０ｍ、女子６５０ｍを走りました。 

 続いて１本のたすきをつなぐ駅伝形式の試合です。

５・６年生男女が３名ずつで１チームです。追いつ追

われつの接戦を演じながら、一人一人が決められた距

離を見事に完走することができました。 

 １２月の始めに３７分２６秒だったタイムが、本番

は３３分５４秒まで記録を縮めることができました。

ほとんどの子が個人の最高記録を出していました。キ

ャプテンが宣言したように、一人一人が全力で走り切

ってくれたからだと思います。昨年のラグビーワール

ドカップの日本戦を見た時のように、選手のがんばる

姿に熱い思いが沸き上がった一日でした。選手のみな

さん、感動をありがとう。 

 １月～２月上旬の行事予定 
※○印の日が放課後遊びあり 

日 曜 行事等 放 

8 水 始業式 × 

9 木 給食始 〇 

10 金 安全指導 5 年社会科見学 〇 

11 土 
土曜３時間授業 土曜補習⑤  

たんぽぽお話会 
× 

12 日    

13 月 成人の日  

14 火 
放送昼会 委員会（1 月） 発育測定 5 

校内書き初め展始 
× 

15 水 
4 時間授業 避難訓練（J アラート）  

発育測定 4 校内研究授業 
× 

16 木 フッ素塗布 4（午前） 〇 

17 金 松仙タイム⑮ 発育測定 3 〇 

18 土 ものづくり教育学習フォーラム  

19 日 校庭開放  

20 月 放送昼会 発育測定 2 〇 

21 火 縦割り班計画 5 クラブ⑬ 発育測定 1 × 

22 水 小中一貫教育の日（14：50 下校） × 

23 木   〇 

24 金 松仙タイム⑯ 校内書き初め展終 〇 

25 土    

26 日 校庭開放  

27 月 
放送昼会  

コミュニケーションワークショップ 3 
〇 

28 火 
委員会（2 月） 

コミュニケーションワークショップ 3 
× 

29 水 
特別時程 

コミュニケーションワークショップ 3 
× 

30 木 
児童集会 

タグラグビー出前授業（キャノンイーグルス）4 
〇 

31 金 
縦割り班活動（1 月）  

コミュニケーションワークショップ 3 
〇 

1 土 校庭開放  

2 日 校庭開放  

3 月 特別時程  × 

4 火 特別時程 × 

5 水 4 時間授業 × 

6 木 特別時程 展覧会準備 × 

7 金 展覧会① 縦割り班計画 5 × 

8 土 
土曜 3時間授業 展覧会②  

日本漢字能力検定  
× 

9 日 校庭開放  

10 月 特別時程 安全指導 × 

11 火 建国記念の日  

12 水 特別時程 大田区小学生漢字検定② × 

13 木 学校保健委員会 〇 

14 金 避難訓練（津波） 縦割り班活動（2 月） 〇 

15 土 校庭開放  

【見方】 
 半角数字は学年（例：遠足 6＝６年生の遠足） 
 ｈは実施の時間（例：1h＝１時間目） 
 ○数字は回数（例：クラブ①＝クラブ１回目）  

書き初め 

書き初め担当 ２年１組担任 

 書き初めは、日本の年中行事の一つで、新年になっ

て初めて字を書くことを指します。なぜ、書き初めを

行うかというと、一年間の抱負や目標を定めたり、字

の上達を祈願したりするためです。松仙小学校では、

３学期の始めに、１，２年生は硬筆、３～６年生は毛

筆の書き初めを行います。 

 硬筆では、正しい鉛筆の持ち方や、姿勢を学び、と

め・はね・はらいなどの書き方に気を付けて濃い鉛筆

を使って書きます。 

 毛筆では、普段の授業で練習するよりも長い半紙に

書き初めを行います。床に新聞紙を広げ、下敷きを引

いて、お手本をよく見ながら精神を統一して筆で書き

表します。 

１月１４日（火）から２４日（金）の間、各教室の

廊下に、一人一点、書き初めを展示します。また、職

員室前には、区展に出展した作品も掲示されます。ぜ

ひ、ご覧ください。 
 


